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NY マーケットレポート（2017 年 7 月 11 日） 

 

NY市場では、イエレンFRB議長の議会証言を翌日に控えて様子見ムードも強まっており、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。そ

の後、株価が底固い動きとなったことや、米国債利回りが上昇したことから堅調な動きも見られ、ドル/円は 3月 15日以来、ユーロ/円は 2016年

2月 8日以来の高値を付ける動きとなった。 

しかし、トランプ米大統領の長男が、大統領選前にロシア側とメールを交換していたとの報道を受けて、トランプ政権の運営に対する不透明感が

広がったことから、ドルは主要通貨に対して下落した。また、株価も大きく下落したことから、クロス円も軟調な動きとなった。 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

21：15 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6月カナダ住宅着工件数 21.27万件（予想 20.00万件・前回 19.47万件） 

前回発表の 19.50万件から 19.47万件に修正 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米 JOLT労働調査[求人件数]  566.6万件（予想 595.0万件・前回 596.7万件） 

前回発表の 604.4万件から 596.7万件に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪JOLT労働調査≫ 

       5月・・ 4月・・ 3月・・ 2月・・ 1月・・ 12月 

求人件数・・566.6・・596.7・・578.5・・568.2・・562.5・・553.9 

 

5月の JOLT労働調査[求人件数]は、566.7万件となり、前月の 596.7万件から減少した。5月に雇用された労働者は 547万人（前月 504

万人）と増加、雇用率は 3.7％（3.5％）と上昇した。自発的離職者は 322万人（304万人）、離職率は 2.2％（前月 2.1％）に上昇した。

また、解雇者は 166万人（161万人）に増加した。製造業や情報サービス、建設、金融では求人件数が減少した。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月米卸売在庫（前月比） 0.4％（予想 0.3%・前回 0.3%） 

 

5月米卸売売上高（前月比） -0.5％（前回 -0.3%） 

前回発表の-0.4％から-0.3％に修正 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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5月の米卸売在庫は、前月比+0.4％の 5938億 7400万ドルとなり、2ヵ月ぶりのプラスとなった。前年比では+1.9％だった。自動車など

耐久財が伸びたことが押し上げ要因となった。耐久財は+0.6％となり、自動車が+0.7％、機械が+0.7％、家具は-0.2％、電気 製品は-0.3％

だった。非耐久財は、前月比 0.0％となり、医薬品が-1.7％、農産物が-1.2％だったが、石油製品は+2.6％だった。  

 

5月の卸売売上高は、前月比-0.5％の 4607億 7600万ドルとなり、3ヵ月連続の減少となった。前年比では+6.2％だった。耐久財は-0.1％

となり、金属が-1.2％、自動車も-0.5％だった。非耐久財は-0.9％、石油製品は-7.8％だった。在庫高は、売上高の 1.29ヵ月分に相当

し、前月から 0.01ヵ月分の増加となった。   

 

指標結果データ 

≪米卸売在庫≫ 

         5月・・4月・ ・3月・・2月・・1月・・12月 

在庫合計・・・・ 0.4・・-0.4・・ 0.1・・ 0.3・・-0.2・・ 0.8 

耐久財・・・・・ 0.6・・ 0.0・・ 0.6・・ 0.2・・-0.2・・ 0.7 

・自動車・・・・ 0.7・・-1.4・・ 1.9・・ 0.4・・-3.6・・ 2.2 

・機械・・・・・ 0.7・・-0.1・・-0.6・・-0.2・・-0.1・・ 0.1 

非耐久財・・・・ 0.0・・-1.1・・-0.7・・ 0.4・・-0.2・・ 0.9 

・医薬品・・・・-1.7・・-1.7・・ 1.2・・ 1.6・・-1.6・・ 1.4 

・食料雑貨・・・ 0.0・・ 1.5・・-0.3・・-1.7・・ 1.8・・ 0.3 

 

売上合計・・・・-0.5・・-0.3・・-0.2・・ 0.7・・ 0.3・・ 2.4 

耐久財・・・・・-0.1・・ 1.0・・-0.2・・ 0.4・・ 0.7・・ 2.8 

・自動車・・・・-0.5・・ 1.3・・ 0.7・・-5.1・・ 3.4・・ 6.3 

・機械・・・・・ 1.1・・-0.6・・ 1.0・・ 3.2・・ 1.1・・-0.2 

非耐久財・・・・-0.9・・-1.4・・-0.2・・ 0.9・・-0.1・・ 2.0 

・医薬品・・・・ 0.4・・ 0.3・・-0.3・・ 0.1・・-0.5・・-1.3 

・食料雑貨・・・ 0.8・・ 0.6・・ 1.7・・-0.4・・ 1.1・・-0.4 

 

 

0：20 

トランプ氏長男への電子メール、ロシアは選挙を助けたい意向を示したとの報道。 

 

 

出所：Net Dania 
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≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米国債入札を前に、ポジション調整の売りが先行した。ただ、イエレン FRB 議長の議会証言を控えて

様子見ムードも強く、下げ幅は限定的だった。 

 

午前の利回りは、30年債が 2.94％（前日 2.92％）、10年債が 2.38％（2.37％）、7年債が 2.21％（2.20％）、5年債が 1.94％（1.93％）、

3年債が 1.58％（1.57％）、2年債が 1.39％（1.39％）。 

 

 

1：32 

≪ 要人発言 ≫ 

ブレイナード FRB理事 

 

・「保有資産の縮小開始は、早期に適切に行う」 

・「保有資産より金利に外為は敏感に反応する可能性がある」 

・「最近のインフレ軟化を踏まえて金利軌道を検証する」 

・「追加利上げ決定前にインフレを見極める意向」 

・「金利の正常化は、かなり進行していると認識」 

 

 

2：00 

≪米財務省 3年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.573％（前回 1.500％） 

最低落札利回り・・・・1.461％（前回 1.380％） 

最高利回り落札比率・・・27.83％（前回 83.76％） 

応札倍率・・・・・・・・2.87倍（前回 3.00倍） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、イエレン FRB議長の議会証言を前に積極的な売買を手控えるムードが強く、主要株価は限定的な動きとなった。 

英 FT100指数は、企業業績の先行き警戒感から、やや下げ幅が拡大した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 1.50ドル高の 1オンス＝1214.70ドルで取引を終了した。 

 

NY金はドルが主要通貨に対して下落したため、ドルの代替資産とされる金の買いが優勢となった。ただ、12、13日に予定されるイエレ

ン米 FRB議長の議会証言の内容を見極めたいとして、積極的な取引を手控える雰囲気も強く、上げ幅は限定的となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.64ドル高の 1バレル＝45.04ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米 EIA が短期エネルギー見通しで、2018 年の米原油の生産予測を引き下げたほか、12 日に発表される米石油在庫統計で原

油在庫の減少が予想されていることも支援材料となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米主要企業の 4-6 月期決算発表が本格化するのを前に、積極的な取引が控えられ、主要株価は序盤から小動きの展開と

なった。その後、トランプ米大統領の長男がロシア側とメールを交換していたとの報道を受けて、政権運営に対する不安感から主要株

価は大きく下落した。その後、プラス圏まで反発したものの、上値の重い動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、株価が底固い動きとなったことや、米国債利回りの上昇などもあり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

しかし、トランプ米大統領の長男がロシア側とメールを交換していたとの報道を受けてドル売り・円買いとなり、クロス円も軟調な動

きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


